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競 技 の 進 め 方 

● 入退場の際、特別な指示がない限り、コートへの入場は本部設置側入口から入り、競技終了後の退場は
反対側（ラインズマンがいる方向）から出る、一方通行とする。 

● 入退場の際、選手又は犬が故意にフェンス又はフラッグをまたいではならない。 

● 競技には、使用フリスビー（交換用含む）以外、犬を呼び寄せるモノ（フード類・玩具類など）を持ち
込んではならない。（犬笛は指笛・口笛とみなし可） 

● 競技中のディスク交換は、予備ディスクがあらかじめスローイングエリア内の指定場所に入れてある場
合に限り、破損したディスクと入れ替えに交換することができる。 

● 交換用の「競技用フリスビー」が必要な場合は、有償で購入する。 

● 競技使用の“フリスビーの表面”へ、マジックインク等でのマーキング（サイン）等は禁止する。 

● 選手と犬は、スタートの際はスタートラインの後方で、且つ 9ｍコーン間の『スローイングエリア』内
に入らなければならない。選手は、全てこのエリアからスローイングを行わなければならない。 

● スローイング方向は第１ラウンドと第２ラウンドは逆方向から行う｡尚、第１ラウンドのスローイング
方向並びに決勝ラウンドのスローイング方向はコイントスにより確定される。コイントスは原則的に大
会当日の公式戦エントリーナンバー１番のチームが行う。例外として、第１ラウンド・決勝ラウンドに

 

● JFA 会員とその登録犬のみを対象とする。 

● 選手は、受付時に配布される「競技用フリスビー」で競
技を行なう。ただし、小型犬や子犬に関しては、JFA 公
認「ドッグディスクＭサイズ」を使用することもできる。

● 競技時間 60 秒。予選 2ラウンド、決勝 1ラウンド（７チ
ーム）にて行う。 

● 予選第 1ラウンドにて獲得得点 9ポイント以上が第 2ラ
ウンドへ進むことが出来る。 

● 決勝ラウンドは予選２ラウンドの合計獲得得点上位 7チ
ームにより行われるが、決勝進出最下位ポイント（いわ
ゆる決勝ボーダーライン）重複の場合は全てのチームが
決勝進出とします。 

● 決勝ラウンドへは「同一オーナー・同一犬」による決勝
進出は出来ない。但し、予選トップ通過以外であれば、
どちらのチームを決勝進出させるかを選択できる。この
とき決勝進出辞退チームのファイナルポイントは、予選
順位でのファイナルポイント表に従い確定し、順位は繰
り下がりとします。 

● コートにおける指定競技練習時間では、使用する練習デ
ィスクは 7枚までとし、１人２セット（14 投）までとす
る。 

● コート内に入れるのは、選手と競技犬のみとする。 

● リードをつけたまま競技を行う事は出来ない。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ポイントエリア（公式戦コート使用） 

 スタート～ 15ｍ未満 ０ ポイント 

15.0ｍ～22.5ｍ未満 １／２ ポイント 

22.5ｍ～30.0ｍ未満 ３／４ ポイント 

30.0m～37.5m 未満 ５／６ ポイント 

37.5m～45.0m 未満 ７／８ ポイント 

45.0m～52.5ｍ未満 ９／10 ポイント 

52.5mｍ以上 ０ポイント（場外） 

奇数得点は通常（ランニング）キャッチでの得点を表すが、ジャンピングキャ
ッチを行った場合は、それぞれのエリア毎に１得点が加算され偶数得点とす
る。すなわち３得点エリアでのジャンピングキャッチは４得点。最長エリアで
のジャンピングポイントは 10 得点となる。 
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限り太陽光が直視に当たる場合はコイントスで決定した方向とは限らず、インフィールドに向かって太
陽光を背にした方向から行う。第２ラウンドは第１ラウンドと逆方向から行う。 

● 競技の開始は、ＭＣの合図で行われる。ＭＣが準備完了と判断した後は、選手の間合いでの開始とはな
らない。プレイヤーは、入退場・スタート準備は迅速に行うものとする。 

● スタートの際、レディーゴーの合図より先に犬が出てしまうと、ドッグファールとなり、そのスローは
無効となる。 

● 第１投目のみ、スタートライン９ｍコーン間より犬が出て行かなければ、ドッグファールとなり、その
スローは無効となる。その際、一旦スローイングエリア内に犬を呼び戻してからの再スローは有効だが、
呼び戻すことなくスローした場合は、15ｍ以上投げなければ、以後のスローが有効とならない。 なお、
ポイント有効となった以後のスローは、９ｍコーン間外から出てもかまわない。 

● 犬があきらかに 15ｍラインを超える前にフリスビーを投げなければドッグファールとみなされ得点対
象とはならない。 

● ２投目以降、ポイントの有無にかかわらず、犬がスタートライン上 9ｍコーン間を越えてスローイング
エリア内に戻らなければ、次投のスローイングは無効となる。 

● 9ｍコーン間外よりスローイングエリア内へ戻った場合は、どの位置からでもかまわないので一度イン
フィールドへ犬を誘導（犬の４本足全てがインフィールドへ入るように）し、再び 9ｍコーン間よりス
ローイングエリア内へ戻し直してから次投を行う。但し、例外として場外に出たフリスビーを犬が持ち
帰るなど、入退場口を通る、もしくはスローイングエリア後方（エンド）よりスローイングエリアに戻
った場合のみ、９ｍコーン間への戻し直しの必要なく、そのまま次投有効とする。 

● タイムアウト後（最終キャッチ後）、犬は速やかにスタートラインまで戻らなければならないが、この
際ポイント獲得エリア内に入るまでに、スタートライン方向以外への明らかな進行行為があった場合、
最終キャッチは無効となる。（場外へ出た場合は、その時点で無効となる） 

● タイム終了合図の前に手から離れたフリスビーは有効である。タイム終了とは、タイマーブザー音の鳴
り始めであり、鳴り始めの判断はジャッジが判断する。 

 

 

採点基準とポイントの確定 

● ライン上、ライン際でのキャッチや、着地と同時のキャッチ等、疑わしいキャッチ状態は、全てスター
トラインに近いエリア得点となる。 

● ディスタンス競技におけるキャッチとは、ある程度のフリスビーディスク保持の時間をもってキャッチ
とみなす。 

● キャッチ後、地面につけて咥え直し等、ある程度の保持なく地面に付いた際、口からフリスビーが離れ
た場合はキャッチとみなされない。 

● あきらかにジャンプをしていて空中にてキャッチを行ったと認められた場合のみジャンピングキャッ
チとみなす。（高さだけが判断基準ではなく、幅なども含む） 

● 小型犬（コーギーなど）や大型犬（シェパードなど）のジャンプに対して、犬の体形などから危険防止
の為、判断基準が異なる場合もある。 

● 犬がスタートライン方向に完全に対面し戻りながらジャンプを行ってキャッチをした場合は、戻りジャ
ンプとし採点はランニングキャッチ扱いとなる。 

● 原則的に犬がフリスビーを咥えその 4 本足がスタートライン上 9ｍコーン間を越えて、スローイングエ
リア内に入った段階でポイント確定とする。 
手前でフリスビーを犬が落とした場合（注 1）に、スローイングエリア内に投げ手の手が触れることなく
入り、尚且つ犬もスローイングエリアに４本足が全て戻ってきた段階（注 2）でポイント確定となる。  

注１）フリスビーがスローイングエリア内に転がって入る、ライン上又は手前で犬が停止しフリスビーのみをスロ

ーイングエリア内に落とす、など。 

注２）フリスビーがスローイングエリア内に戻っている場合でも、スローイングエリア内に犬の４本足が全て入り

戻る前に､投げ手がフリスビーに触れるとファールとなり、そのスローは無効となる。 
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ファウル 

● 競技中に於いてスローイングの際にスタートラインに触れたり又は踏んだ場合、もしくはスタートライ
ンよりはみ出した場合、『フットフォルト』となり、そのスローイングは無効となります。スローイン
グエリア外からのスローイングも無効となります。 

● ポイント確定前に、フリスビーに故意に触ると（手・足など問わず）『ハンドリング』となり、そのス
ローは無効となります。 

● ポイント確定前に、リード（リード使用時）に触ると『ハンドリング』となり、そのスローは無効とな
ります。 

● スタートの際、レディーゴーの合図より先に犬が出てしまうと、『ドッグファール』となり、そのスロ
ーは無効となる。 

● 第１投目のみ、スタートライン９ｍコーン間より犬が出て行かなければ、『ドッグファール』となり、
そのスローは無効となる。その際、一旦スローイングエリア内に犬を呼び戻してからの再スローは有効
だが、呼び戻すことなくスローした場合は、15ｍ以上投げなければ、以後のスローが有効とならない。 
なお、ポイント有効となった以後のスローは、９ｍコーン間外から出てもかまわない。 

● 犬があきらかに 15ｍラインを超える前にフリスビーを投げなければ『ドッグファール』とみなされ得
点対象とはならない。 

● 全てのスローイングの前に、犬の四本足が完全に９mコーン間のスタートラインを越えてスローイング
ラインに戻らないと、次のスローイングが無効となります。 
※ 犬の四本足が、完全にスタートライン内に戻らない状態でスローイングした場合、前投は『ハンド
リング』、次投は『ドッグファール』となり、両方のスローが無効となります。 

● 競技中にフリスビーを追う目的以外にジャッジの 10 カウント以上フィールド外に出た場合（場外脱走）
は、『タイムアウト』となりその時点で競技終了（失格）となる。ただし、それまでに確定したポイン
トは有効とする。 

● 同ラウンドで 2回目の場外脱走があった場合は、その時点で競技終了（失格）となる。ただし、それま
でに確定したポイントは有効とする。 

● 競技中に糞尿行為があった場合は、その段階で失格となるが、それまでに獲得したポイントは有効とな
る。 

● 糞尿行為とは、出た・出ないではなく、行為に入った段階とする。 

 

 

悪天候時の特別措置 

公式シリーズ選手権において第 1 ラウンド終了時点で、規定の獲得得点シリーズ 9 ポイントをクリアでき
るチームが、決勝ラウンド進出チーム数（7 チーム）に満たなかった場合。 

● 規定の得点をクリアしたチームは決勝進出確定となり、2ラウンド目を行い、その合計ポイントで決勝
ラウンドへ進出。 

● 規定の得点をクリアできなかったチームは、全チームにて第 2ラウンドを行い、決勝進出残りの枠とフ
ァイナルポイント獲得得点枠を争う。但し、第 2ラウンド終了後にファイナルポイント獲得枠を逃した
チームは、規定の第 2ラウンド進出ファイナルポイント 0.5 ポイントは取得できない。また、決勝進出
残り枠を獲得したチームは、1,2 ラウンド獲得合計得点を持って決勝ラウンドへ進出。 

● 決勝ラウンドは、規定チーム数にて通常の決勝を行う。上位進出チームは、第 1ラウンドでの規定得点
クリアチーム。次にクリアできなかったチームの中の第 1、第 2ラウンド合計ポイント上位チームとな
る。決勝ラウンドの結果、順位決定は、決勝進出チーム全てのチームに優勝獲得の権利が与えられる。

公式シリーズ選手権において第 2 ラウンド進出チーム数が決勝ラウンド出場チーム数（7 チーム）を満た
す場合。 

● 規定の得点をクリアしたチームは、第 2ラウンドにて決勝進出、並びに上位ポイント獲得を争う。 

● 規定の得点をクリアできなかったチームは、全チームにて第 2ラウンドを行い、ファイナルポイント獲
得枠を争う。但し、第 2ラウンド終了後にファイナルポイント獲得枠を逃したチームは、規定の第 2ラ
ウンド進出ファイナルポイント 0.5 ポイントは取得できない。また、第 2ラウンド終了時点での獲得得
点合計が、第 1 ラウンドにて規定の得点をクリアし、第 2 ラウンドへ進出したチームよりも上位となっ
た場合でも、決勝進出の権利は発生しない。 
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ジャパンファイナルノミネート基準 

「ジャパンファイナル 2008」出場資格 

● ジャパンファイナル開催時に於いてＪＦＡ会員であること。 

● ＪＦＡ本部がジャパンファイナルノミネート者とし相応しいと認めた会員。 

 

グランドチャンピオンシップノミネート基準 

第１ノミネート 

● 全ての公式ポイント（公式シリーズ選手権，公式オープン選手権，公式トーナメント選手権）を総称し 『公式ポ
イント』 という。 

● 公式シリーズ選手権に於いて上位チームに与えられるポイントを 『公式シリーズファイナルポイント』 とする。
年間 『公式ポイント』 取得者で、且つ公式シリーズファイナルポイントを１０ポイント以上取得している上位組
より３５組をノミネート対象とする。（３５位複数の場合も含む）  

● 次に、上記３５組（複数の場合もある）を除いた中より 『公式ポイント』 上位１５組（最大）がノミネート対象とす
る。この場合、公式シリーズファイナルポイントが０ポイントであってもノミネート対象となる。 

ここで、第１ノミネート５０組が決定する。（５０数組になる場合もある）

● ７大会以上の参加でジャパンファイナルノミネート対象の基準と致します。 

● ジャパンファイナルへのノミネート対象は第２ノミネートからのノミネートチームも含め１オーナー２頭までとす
る。 

第２ノミネート 

● ７大会以上の参加でジャパンファイナル第 2 ノミネート対象の基準と致します。 

● 第２ノミネート枠は、同一犬同一オーナーは入れません。入った場合は１チームに選択していただきます。 

● 第１ノミネートに入らなかったチームよりポイントランキングに従い、ファイナルポイント上位５大会を合計したポ
イント上位１５チームを選出する。 

● １５チーム目に同ポイントが並んだ場合は、ファイナルポイント上位５大会のポイント内容の高いチームを選出
し１５チームとする。ファイナルポイント上位５大会のポイント内容が同じ場合は、公式ポイント合計の高いチー
ムを選出する。 

以上の結果、グランドチャンピオンシップのノミネートが決定する。
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公式シリーズ選手権 ポイント早見表 

 

順位 
参加チーム数 

25～39 40～59 60 以上 

1  25 25 25 

2 20 20 20 

3 15 15 15 

4 12 12 12 

5 9 9 9 

6 7 7 7 

7 6 6 6 

8 3 3 3 

9 3 3 3 

10 3 3 3 

11 2 3 3 

12 2 3 3 

13 2 3 3 

14 2 3 3 

15 2 3 3 

16 1 2 3 

17 1 2 3 

18 1 2 3 

19 1 2 3 

20 1 2 3 

21 0.5 1 3 

22 0.5 1 3 

23 0.5 1 3 

24 0.5 1 3 

25 0.5 1 3 

26 0.5 1 2 

27 0.5 1 2 

28 0.5 1 2 

29 0.5 1 2 

30 0.5 1 2 

31 0.5 0.5 1 

32 0.5 0.5 1 

33 0.5 0.5 1 

34 0.5 0.5 1 

35 0.5 0.5 1 

36 0.5 0.5 1 

37 0.5 0.5 1 

38 0.5 0.5 1 

39 0.5 0.5 1 

40   0.5 1 

41   0.5 1 

42   0.5 1 

43   0.5 1 

44   0.5 1 

45   0.5 1 

46～   0.5 0.5 

※公式シリーズ選手権成立チーム数は 25 チーム以上（但し 1 オーナー2 チーム目を含まない 20 オーナー以上）が成立となる。 




